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平成２７年度の新規事業

【会計課】

評価の総括

【評価について（現状と課題）】
　会計課の業務計画に位置づけられた、事業№３の「公金の管理・運用事務」事業については、歳計現
金の運用益は目標値を下回ったが、基金の運用益は前年度を上回ったため、Ｂ評価としています。
　また、事業№４の「支出負担行為及び支出命令の審査事務」事業については、検査検収日記載漏れや
請求日転記誤り等、５件の例月出納検査指摘事項があったため、Ｂ評価としています。
　Ｂ評価とした、事業№３の「公金の管理・運用事務」事業については、新庁舎建設費支払い等により
運用原資が少なかったこと、また、市場の運用金利が低い水準で推移していることが原因であると分析
しています。
また、事業№４の「支出負担行為及び支出命令の審査事務」事業については、審査ミス件数０件を目標
に、年間約６万件ある支出命令書をより正確に審査することに努めることが必要となります。

【今後の方向性】
　順調に進捗している事業については、継続して進めていきます。
　今後の資金状況については、さらに厳しい状況が予測されます。資金計画の精度を上げ、残高不足に
ならないよう、細心の注意を払います。
　具体的には、関係各課と資金状況（収入・支出のキャッシュフロー）の情報を共有化し、より正確な
資金計画を作成します。
　また、財政調整基金からの繰替運用以上の資金不足時は、民間からの一時借入れを行うことが予想さ
れ、より早期の資金計画の作成が必要となります。
　審査事務については、例月の監査からの指摘事項について、庁内への周知方法を検討し再発防止に努
めます。
　新財務会計システムの導入（平成２８年１０月稼働予定）について、関係各課と連携を図りながら調
整を行い、新財務会計マニュアルの作成に向け、新システムの内容把握に努めます。
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Ｂ評価の主な事業（業務棚卸しにおける事務事業全体の決算額が１００万円以上）

Ｃ評価の主な事業

Ｄ評価の事業
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Ｚ評価の事業
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事業の方向性の内訳

Ａ評価以外の事業の内訳



会計課における課題の整理と事業手法の検討
　※各課においてB～Z評価とした事業及びA評価の中で課題のある事業を掲載。
会計課

事業手法の検討（広域連携及び公民連携の視点）
特になし

支出負担行為及び支出命
令の審査事務

Ｂ
審査ミス件数０件を目標に、支出命令書等が正しく執行されるよ
う、より正確な審査に努める必要があります。

財務会計システムの研修
事務

Ａ
新財務会計システムの導入（平成２８年１０月稼働予定）に向
け、関係各課と連携を図りながら調整を行い、新財務会計マニュ
アル作成の準備を行う必要があります。

事業名
26年度の取組
に対する評価 事業の課題

公金の管理・運用事務 Ｂ

資金運用実績額について、今後も運用原資の減少、、資金運用利
率の低下が予想され、今年度以降についても資金運用実績額が減
少することが見込まれますが、実施計画の目標値を達成するため
に、より効率的な運用に努める必要があります。


